
部門登録について 

1. 部門の新規登録 

初期設定メニュ ⇒ 部門登録 に進みます。 

 
 会計部門は、１～20までに登録します。 

 集計区分は”1”ですが、部門計 を作る場合は、“2”または“3”を入れます。詳細は後

で説明 

 運用途中での部門の移動は、部門移動のボタンを使って移動してください。名称の変更

のみでは、予算や入力したデータが移動できません。ただし、新規導入の時点ではデー

タ等がまだありませんので、名称の変更のみで大丈夫です。 

 部門登録が終わったら、勘定科目のひな形を選択して、実行ボタンを押してください。

ひな形の選択は、新規作成時のみが有効です。 

  

【補足】 

新規導入時に、もう一度新しく設定し直したい場合は、データパス名で指定したデー

タフォルダを削除してください。ただし、運用途中では絶対にデータフォルダは削除

しないでください。 

 

 

  



2. 仕訳方式の選択について 

収支仕訳か、複式簿記仕訳かの選択 

 収支仕訳は、従来から非営利法人会計でよく使われている仕訳で方式で、固定資産や固

定負債の仕訳では、次の例のように切替し仕訳が必要になります。 

 【収支仕訳】  固定資産取得支出 ／ 現金預金 

         車両       ／ 固定資産等見返り勘定 （切替し仕訳） 

 

 複式簿記の仕訳（複式仕訳）では、上記のような切替し仕訳は不要になり、次の仕訳だ

けで貸借対照表にも収支計算書にも反映されます。 

 【複式仕訳】  車両  ／  現金預金 

   

 

3. 決算書形式の選択 

 貸借形式 

 ・・・・収入 

 当年度収入合計 ① 

 前年度繰越額 ② 

収入合計 

 ・・・・収入 

 当年度支出合計 ③ 

 翌年度繰越額 ①+②-③ 

支出合計 

 

 報告書形式 

  ・・・・収入 

 収入合計① 

  ・・・・支出 

 支出合計② 

 当年度収支差額 (1)=①-② 

 前年度繰越金 (2) 

 翌年度繰越金 (1)+(2) 

 

  



4. 勘定科目のひな型登録 

 上記の説明により下記の組み合わせで勘定科目のひな型の選択をしてください。 

 

 

 運用途中でのひな型科目の変更は出来ませんので、間違いないように選択してください。 

 予算や繰越金、仕訳の入力の前であれば、データフォルダを削除すると再度新規にデー

タフォルダの作成が出来ます。 

 

 

 

5. 部門の設定例 

設定例１ 

 
 会計部門（経理区分）登録の画面で、計を取りたい部門の集計区分を”2”にします。 

 ”あああ事業”と”いいい事業”の計がＢＢＢ会計に合計され、同様に”ううう事業”

と”えええ事業”の計がＣＣＣ会計に合計されます。 

 ＡＡＡ会計、ＢＢＢ会計、ＣＣＣ会計の計が”合計”になります。 

 

  



設定例２ 

 
 設定例１の”いいい事業”の集計区分を３にして、その下に○○事業部と△△事業部の

部門を加えると、この二つの部門が”いいい事業”に合計されます。 

 ＡＡＡ会計、ＢＢＢ会計、ＣＣＣ会計の計が”合計”になります。 

 

注意点 

 合計処理は、下の区分から上の区分に向かって合計処理をしますので、上記例のＡＡＡ

会計は上に設定してください。 

 

6. 運用途中の部門の変更 

初期設定メニュ ⇒ 部門登録 

運用途中に“部門登録”の画面に入ると、次のような画面になります。 

 運用途中では、勘定科目のひな型は変更できません。 

 運用途中では、部門の追加、部門の挿入や削除及び部門の移動のみです。 

 挿入する場合は、挿入したい部門の位置にカーソルポインタを移動させてから“部門挿

入”のボタンを押してください。 

 部門の最後の位置に追加したい場合は、“部門の追加”ボタンを押してください。 
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